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（
未
知
／
主
知
）
 
の
ア
フ
リ
カ
 
一
 
新
興
芸
術
派
と
阿
部
知
二
 
 

浪
渇
 
剛
 
（
九
州
大
学
准
教
授
）
 
 

一
 
乗
知
の
探
求
十
－
－
恋
・
ア
フ
リ
カ
・
感
情
 
 

阿
部
知
二
と
ア
フ
リ
カ
。
本
稿
は
両
者
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
と
も
か
く
、
ア
フ
リ
カ
と
の
結
び
つ
 
 

き
と
な
る
と
首
を
か
し
げ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
現
在
で
は
英
文
学
者
、
あ
る
い
は
英
米
文
学
の
翻
訳
家
と
し
て
知
ら
れ
 
 

て
い
る
か
ら
だ
。
一
九
〇
三
年
に
岡
山
県
で
生
ま
れ
た
彼
は
幼
少
期
を
出
雲
地
方
で
過
ご
し
た
後
、
姫
路
中
学
、
八
高
を
経
て
、
一
九
二
四
 
 

年
、
東
大
英
文
科
に
入
学
。
そ
し
て
一
九
二
七
年
に
東
大
を
卒
業
す
る
と
 
ア
王
知
的
文
学
論
』
 
（
厚
生
閤
書
店
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
）
 
を
は
 
 

じ
め
と
し
て
英
文
学
に
関
す
る
評
論
も
多
く
残
し
、
フ
ォ
ス
タ
ー
、
オ
ー
ス
テ
イ
ン
、
ワ
イ
ル
ド
、
バ
イ
ロ
ン
、
プ
ロ
ン
テ
、
キ
ン
グ
ズ
レ
 
 

イ
、
ド
イ
ル
な
ど
の
英
文
学
者
や
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
な
ど
の
米
文
学
者
な
ど
の
翻
訳
を
数
多
く
手
が
け
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
一
方
で
、
彼
に
は
小
説
家
と
し
て
の
顔
も
存
在
す
る
。
東
大
在
学
中
の
一
九
二
五
年
一
〇
月
に
は
船
橋
聖
一
、
北
川
冬
彦
、
久
板
栄
 
 

二
郎
ら
が
参
加
し
て
い
た
同
人
雑
誌
『
宋
門
』
 
に
は
じ
め
て
寝
編
 
「
化
生
」
 
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
八
年
に
は
船
橋
聖
二
、
 
 

梶
井
基
次
郎
、
井
伏
鱒
二
、
今
日
出
梅
ら
が
同
人
と
な
っ
て
い
た
 
『
文
芸
都
市
k
 
に
加
わ
り
、
「
日
本
の
じ
ぷ
し
い
」
「
森
林
」
な
ど
を
発
表
 
 

す
る
。
そ
の
後
も
小
説
を
発
表
し
、
最
初
の
小
説
集
を
刊
行
し
た
の
が
一
九
三
〇
年
五
月
。
新
潮
社
か
ら
新
興
芸
術
派
叢
書
の
t
冊
と
し
て
 
 

『
恋
と
ア
フ
リ
カ
』
 
と
い
う
小
説
集
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
も
多
く
の
小
説
を
残
し
た
。
 
 
 

小
説
集
の
表
題
作
と
も
な
っ
て
い
る
 
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
藤
田
み
ど
り
 
『
ア
フ
リ
カ
 
「
発
見
」
 
日
本
に
お
け
る
 
 

ア
フ
リ
カ
像
の
変
遷
』
 
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
 
が
 
「
地
方
都
市
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
友
人
の
夫
人
を
め
ぐ
る
恋
愛
と
復
啓
の
話
に
さ
ほ
 
 

ど
の
目
新
し
さ
は
無
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
恋
は
ア
フ
リ
カ
』
 
で
、
『
女
は
ニ
グ
ロ
』
 
だ
と
い
う
恋
愛
観
と
独
特
な
文
体
が
こ
の
掌
編
を
 
 

一
種
奇
異
な
物
語
に
仕
立
て
て
い
る
 
二
一
六
八
頁
）
」
と
い
う
評
価
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
独
特
な
文
体
」
と
は
、
比
喩
と
断
片
の
攫
 
 

続
か
ら
成
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
文
体
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
ア
フ
リ
カ
の
描
写
と
日
本
の
地
方
都
市
に
お
け
る
恋
愛
話
が
強
引
に
結
び
つ
 
 

く
点
を
示
唆
す
る
。
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「
ア
フ
リ
カ
」
と
い
う
記
号
は
、
同
時
代
読
者
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
さ
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
り
、
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エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
の
さ
な
か
、
「
野
蛮
」
 
な
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
好
奇
心
を
う
な
が
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
考
え
て
み
た
 
 

い
の
は
、
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
と
の
結
び
つ
き
は
た
ん
な
る
奇
抜
な
発
想
で
は
な
く
、
小
説
集
全
体
を
通
底
す
る
要
素
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
 
 

こ
そ
全
体
の
表
題
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
小
説
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
ほ
現
在
そ
れ
ほ
ど
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
当
時
も
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
 
 

で
は
は
い
。
昭
和
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
勃
興
と
同
時
に
結
成
さ
れ
た
新
興
芸
術
派
が
新
潮
社
か
ら
一
九
三
〇
年
に
新
興
芸
術
派
叢
番
二
四
冊
 
 

を
刊
行
し
た
。
そ
の
う
ち
、
一
人
で
二
冊
刊
行
し
た
の
は
四
人
。
そ
の
な
か
に
は
 
『
恋
と
ア
フ
リ
カ
』
 
の
後
、
『
海
の
愛
撫
』
 
（
新
潮
社
、
一
 
 

九
三
〇
年
－
○
月
）
 
を
刊
行
し
た
阿
部
知
二
も
含
ま
．
れ
て
い
る
。
残
り
の
三
人
は
川
端
康
成
、
楢
崎
勤
、
吉
行
エ
イ
ス
ケ
で
あ
り
、
日
本
の
 
 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
に
関
す
る
文
献
で
は
見
慣
れ
た
作
家
た
ち
で
あ
る
。
横
光
利
∴
 
龍
胆
寺
雄
、
井
伏
鱒
二
な
ど
も
ー
肝
だ
っ
た
状
況
を
ふ
 
 

ま
え
れ
ば
、
彼
ら
を
押
さ
え
て
当
時
阿
部
知
二
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
旗
手
と
し
て
目
さ
れ
て
い
た
小
説
家
で
も
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
 
 
 

実
際
、
「
九
月
。
シ
ベ
リ
ア
は
灰
色
に
冷
却
し
た
。
」
 
（
「
日
独
対
抗
競
技
」
）
 
「
夜
。
私
は
疾
走
す
る
列
車
の
片
隅
に
ゐ
た
。
」
 
（
「
愛
の
な
い
 
 

風
景
」
）
 
と
い
っ
た
短
文
に
よ
る
構
成
は
、
新
感
覚
派
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
な
文
体
で
あ
り
、
水
上
勲
『
阿
部
知
二
研
究
』
 
（
双
文
社
出
版
、
 
 

一
九
九
五
年
）
 
で
は
、
「
阿
部
知
二
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
小
説
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
は
、
こ
う
し
た
文
体
の
新
鮮
さ
に
あ
 
 

っ
た
」
（
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
）
 
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
文
体
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
技
法
と
し
て
と
ら
え
た
中
村
三
春
「
修
辞
的
モ
 
 

ダ
ニ
ズ
ム
』
 
（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
 
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
阿
部
知
二
は
一
九
三
〇
年
に
お
い
て
、
最
新
の
話
題
で
あ
っ
た
 
「
ス
ポ
 
 

ー
ツ
小
説
」
 
の
作
家
で
あ
り
、
『
恋
と
ア
フ
リ
カ
』
だ
け
で
も
、
収
録
さ
れ
た
一
四
編
の
小
説
の
う
ち
五
編
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
当
時
新
た
 
 

に
小
説
の
題
材
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
扱
い
注
目
を
集
め
て
い
た
作
家
で
も
あ
っ
た
・
．
。
 
 
 

街
に
は
百
貨
店
や
カ
フ
ェ
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
立
ち
並
び
、
夜
の
通
り
に
は
ネ
オ
ン
が
灯
る
。
そ
し
て
、
モ
ボ
、
モ
ガ
た
ち
は
次
々
と
輸
 
 

入
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
映
画
や
そ
こ
に
登
場
す
る
俳
優
た
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
こ
ぞ
っ
て
吸
収
し
、
ラ
グ
ビ
ー
や
水
泳
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
 
 

興
じ
る
。
で
ほ
彼
ら
の
そ
う
し
た
姿
を
措
い
た
は
ず
の
昭
和
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
フ
リ
カ
と
結
び
つ
く
の
か
。
 
 
 

「
恋
」
と
 
「
ア
フ
リ
カ
」
と
「
感
情
」
。
阿
部
知
二
は
こ
れ
ら
の
三
項
を
「
未
知
」
と
い
う
言
葉
で
結
び
つ
け
る
。
ま
ず
、
小
説
「
恋
と
ア
 
 

フ
リ
カ
」
 
で
は
次
の
よ
う
に
措
か
れ
て
い
る
。
 
 

嘘
と
思
ふ
な
ら
そ
れ
で
い
い
、
要
す
る
に
恋
が
ア
フ
リ
カ
な
の
だ
。
人
生
は
次
第
に
そ
の
神
秘
を
失
っ
て
来
た
が
、
た
だ
恋
愛
だ
け
が
、
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世
界
地
図
の
う
へ
に
の
こ
つ
た
た
だ
叫
つ
の
暗
黒
大
陸
ア
フ
リ
カ
の
や
う
に
、
未
だ
幾
分
の
 
「
未
知
」
を
の
こ
し
て
ゐ
る
の
だ
。
探
検
の
 
 
 

余
地
が
あ
る
の
だ
。
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
 
ー
 
或
る
テ
ノ
オ
ル
の
箔
」
 
（
初
出
『
文
学
時
代
』
 
鵬
九
三
〇
年
四
月
、
引
用
は
小
説
集
『
恋
と
ア
 
 
 

フ
リ
カ
』
一
二
二
～
一
二
三
頁
。
ル
ビ
は
省
略
し
、
旧
漢
字
は
適
宜
改
め
た
。
）
 
 

引
用
に
お
い
て
、
「
恋
」
と
 
「
ア
フ
リ
カ
」
が
同
列
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
 、
 
 

恋
愛
を
す
る
二
人
の
出
会
い
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
ど
こ
か
と
い
っ
た
印
象
を
持
つ
可
能
性
も
少
な
く
な
い
が
、
実
際
に
は
日
本
の
地
方
都
市
 
 

が
舞
台
で
あ
る
。
「
恋
が
ア
フ
リ
カ
な
の
だ
」
と
い
っ
た
表
現
を
可
能
に
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
両
者
が
「
未
知
」
 
の
牡
界
で
あ
り
、
「
探
 
 

検
の
余
地
が
あ
る
」
と
い
う
論
理
な
の
で
あ
る
の
さ
ら
に
、
「
恋
」
と
「
ア
フ
リ
カ
」
を
同
列
に
置
く
脊
抜
な
論
理
を
可
能
に
す
る
「
未
知
」
 
 

と
い
う
用
語
が
、
「
主
知
的
文
学
」
 
を
論
じ
る
場
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
登
場
す
る
。
 
 

製
作
を
中
心
に
し
て
い
へ
ば
、
文
学
と
は
、
知
性
を
方
法
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
感
情
の
前
後
左
右
に
ひ
ろ
が
る
未
知
の
世
界
を
探
求
し
、
 
 
 

こ
れ
に
秩
序
を
あ
た
へ
て
再
硯
す
る
、
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
な
る
。
又
、
こ
の
こ
と
を
、
観
照
、
批
評
の
方
面
か
ら
い
へ
ば
、
そ
の
感
 
 
 

情
の
世
界
を
知
的
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
経
験
を
秩
序
あ
る
豊
富
さ
を
持
つ
も
の
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
主
知
的
文
 
 
 

学
論
の
略
図
 
－
 
序
に
代
へ
て
」
 
（
買
上
知
的
文
学
論
』
 
六
頁
）
 
 

男
女
の
恋
愛
に
 
「
探
検
」
 
の
要
素
を
も
た
ら
し
た
 
「
未
知
」
と
い
う
譜
は
、
文
学
評
論
に
お
い
て
「
感
情
」
 
の
牡
界
に
 
「
秩
序
」
を
も
た
 
 

ら
す
「
知
性
」
を
要
請
す
る
。
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
小
説
に
お
い
て
も
、
「
知
性
」
 
に
よ
っ
て
「
未
知
」
 
の
牡
界
に
「
秩
序
」
を
も
た
ら
 
 

す
と
い
う
論
理
は
貫
か
れ
て
い
て
、
同
じ
年
に
刊
行
さ
れ
た
小
説
集
 
『
恋
と
ア
フ
リ
カ
』
、
『
海
の
愛
撫
』
、
そ
し
て
評
論
集
『
主
知
的
文
学
 
 

論
』
 
と
は
、
阿
部
に
と
っ
て
実
践
と
理
論
と
い
う
相
補
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
 
 
 

阿
部
知
二
の
デ
ビ
ュ
ー
小
説
集
と
デ
ビ
ュ
ー
評
論
集
を
並
べ
る
と
き
「
未
知
」
と
い
う
用
語
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
し
て
、
そ
の
語
が
 
「
ア
 
 

フ
リ
カ
」
と
い
う
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
対
象
を
呼
び
寄
せ
る
。
で
は
、
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
に
と
っ
て
最
盛
期
と
も
い
え
る
こ
の
年
、
 
 

す
な
わ
ち
一
九
三
〇
年
に
お
け
る
阿
部
知
二
の
創
作
活
動
は
い
か
な
る
意
味
を
持
ち
得
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
英
文
学
者
阿
部
知
一
…
を
同
時
 
 

に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
小
説
家
と
し
て
と
ら
え
、
昭
和
モ
ダ
ン
と
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
察
し
た
い
。
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二
 
近
代
美
と
野
蛮
美
 
 

「
恋
は
ア
フ
リ
カ
」
で
「
女
は
ニ
グ
ロ
」
と
い
う
恋
愛
観
。
こ
う
し
た
論
理
の
飛
躍
を
保
証
し
た
の
は
、
欧
米
に
お
け
る
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
 
 

ズ
ム
の
流
行
で
あ
っ
た
。
欧
米
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、
同
時
代
的
に
日
本
に
受
容
さ
れ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
重
要
な
役
 
 

割
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

映
画
は
そ
う
し
た
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。
藤
田
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
に
お
い
 
 

て
も
「
最
良
の
機
材
を
用
い
て
、
被
写
体
に
対
す
る
知
識
と
良
識
を
持
っ
て
撮
影
さ
れ
た
」
（
二
六
七
頁
）
記
録
映
画
や
、
「
古
い
ジ
ャ
ン
グ
 
 

ル
映
画
の
断
片
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
り
、
動
物
園
で
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
加
工
し
た
」
狩
猟
・
猛
獣
映
画
、
ま
た
冒
険
活
劇
の
タ
ー
ザ
ン
映
 
 

画
な
ど
が
次
々
に
上
映
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
「
マ
ー
テ
ィ
ン
∴
ン
ヨ
ン
ソ
ン
の
《
ア
フ
リ
カ
遠
征
〉
は
一
九
二
四
〈
大
正
二
三
年
、
二
七
 
 

年
に
は
蒜
子
王
タ
ー
ザ
ン
》
と
写
リ
ラ
大
陸
》
が
、
一
九
二
九
年
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
蒜
ン
バ
〉
を
は
じ
め
と
し
て
、
苛
バ
ン
ナ
〉
、
 
 

蒜
ン
バ
と
ザ
バ
ン
ヌ
と
争
ひ
＝
五
月
二
八
日
封
切
）
、
；
ヤ
ン
グ
ル
｝
、
写
フ
リ
カ
横
断
〉
が
そ
れ
ぞ
れ
公
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
強
力
 
 

な
観
客
動
員
を
誇
っ
て
い
た
」
 
（
二
七
〇
頁
）
 
と
い
う
。
 
 
 

小
説
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
は
こ
う
し
た
ブ
ー
ム
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
登
場
す
る
の
は
、
良
質
な
記
録
映
画
に
登
場
す
る
ア
フ
 
 

リ
カ
の
姿
と
は
ほ
ど
遠
い
、
野
蛮
で
無
知
な
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
 
 

僕
は
数
年
前
、
パ
リ
で
或
る
イ
ギ
リ
ス
人
と
知
合
っ
た
。
彼
は
商
人
で
、
数
回
、
東
ア
フ
リ
カ
ー
ー
ケ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
地
方
へ
綿
花
 
 
 

買
付
け
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
そ
の
奥
地
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖
付
近
の
不
毛
地
を
自
動
車
で
旅
行
す
る
と
、
土
人
の
群
に
あ
ふ
。
 
 
 

督
笛
を
鳴
ら
す
の
だ
が
、
あ
わ
て
た
か
れ
ら
は
、
決
し
て
横
に
そ
ら
し
て
逃
げ
る
方
法
を
し
ら
な
い
。
た
だ
悲
鳴
を
あ
げ
て
、
車
の
前
を
 
 
 

は
し
る
ば
か
り
だ
。
結
局
、
ど
う
し
て
も
一
人
位
、
轢
殺
さ
ざ
る
を
得
な
い
ぢ
や
な
い
か
。
そ
の
と
き
、
ニ
グ
ロ
が
密
林
中
で
発
す
る
、
「
ギ
 
 
 

ヤ
ア
！
」
と
い
ふ
断
末
魔
と
い
つ
た
ら
、
－
 
と
彼
は
話
す
の
だ
。
（
一
二
二
頁
）
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イ
ギ
リ
ス
人
商
人
の
行
く
手
に
逃
げ
惑
う
人
々
は
、
狩
猟
の
対
象
と
な
っ
た
動
物
を
も
想
起
さ
せ
る
。
小
説
の
冒
頭
で
こ
う
し
た
獲
物
を
 
 

仕
留
め
た
と
ば
か
り
の
自
慢
話
を
披
露
す
る
の
は
、
商
人
の
行
為
が
主
人
公
の
女
性
遍
歴
に
関
す
る
持
論
を
く
す
ぐ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
 
 

で
描
か
れ
る
 
「
ニ
グ
ロ
」
 
の
野
蛮
さ
が
、
「
女
」
 
は
 
「
男
か
ら
逃
げ
る
。
盛
に
逃
げ
る
の
だ
。
だ
が
、
決
し
て
横
に
は
づ
さ
な
い
。
男
の
行
く
 
 

方
向
を
、
前
に
前
に
、
逃
げ
る
の
だ
。
 
－
 
結
局
轢
い
て
し
ま
は
ぎ
る
を
得
な
い
ぢ
や
な
い
か
」
 
（
二
一
三
頁
）
 
と
い
う
反
復
に
よ
っ
て
重
ね
 
 

あ
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
ア
フ
リ
カ
」
 
と
 
「
女
」
 
を
修
辞
的
に
東
ね
合
わ
せ
る
の
と
同
様
の
手
法
は
、
こ
の
小
説
に
お
い
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
冒
頭
の
一
文
 
 

か
ら
し
て
、
「
僕
の
自
動
車
は
白
い
女
の
皮
膚
の
う
へ
を
走
っ
て
ゐ
た
。
実
際
、
こ
の
地
方
の
肌
理
の
こ
ま
か
い
土
質
の
路
が
、
南
国
ら
し
い
 
 

透
明
な
日
光
に
反
射
す
る
と
、
 
－
 
そ
の
自
さ
に
、
か
す
か
な
脂
肪
の
光
沢
の
や
う
な
黄
色
、
と
き
と
す
る
と
淡
紅
色
を
さ
へ
帯
び
て
光
る
。
 
 

全
く
美
し
い
女
の
皮
膚
の
い
ろ
だ
つ
た
。
」
 
（
 
二
一
一
貫
）
 
と
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
 
「
南
国
」
 
が
ど
こ
を
指
す
の
か
は
迫
々
知
ら
さ
れ
て
、
 
 

西
日
本
の
地
方
都
市
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
冒
頚
部
分
を
読
む
限
り
は
想
像
も
つ
か
な
い
。
南
国
の
暑
い
太
陽
が
降
り
 
 

注
ぎ
、
褐
色
の
地
面
が
白
く
照
り
返
す
よ
う
な
風
景
が
、
女
性
の
身
体
と
し
て
喩
え
ら
れ
、
そ
の
後
に
さ
き
ほ
ど
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
の
エ
 
 

ピ
ソ
ー
ド
が
続
き
、
「
恋
は
ア
フ
リ
カ
で
あ
つ
て
、
女
は
ニ
グ
ロ
土
人
」
 
だ
と
い
う
主
人
公
の
恋
愛
観
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
本
編
と
も
 
 

い
え
る
部
分
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
は
い
え
、
今
挙
げ
た
二
つ
の
例
に
は
 
「
野
蛮
な
土
人
」
 
と
 
「
美
し
い
女
」
 
と
い
う
遠
い
が
あ
ろ
う
。
阿
部
知
二
が
 
「
野
蛮
な
土
人
」
 
で
 
 

は
な
く
、
「
美
し
い
女
」
 
の
記
述
か
ら
小
説
を
始
め
た
の
は
、
彼
の
個
人
的
な
想
像
力
の
賜
物
と
い
う
よ
り
も
、
さ
ら
な
る
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
 
 

ム
の
対
象
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
作
家
た
ち
が
夢
想
し
た
黒
人
ダ
ン
サ
ー
、
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
イ
カ
ー
 
 

の
象
徴
す
る
肉
体
美
が
介
在
し
て
い
た
。
同
時
期
の
文
芸
雑
誌
 
『
文
学
時
代
』
 
の
特
集
 
「
近
代
芙
・
野
蛮
美
」
 
（
一
九
三
〇
年
二
月
）
 
を
み
る
 
 

と
、
阿
部
金
剛
は
 
「
女
優
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
ー
カ
ー
は
ネ
グ
レ
ス
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
、
い
く
ら
か
欧
羅
巴
の
血
が
混
っ
て
る
 
 

に
せ
よ
巴
里
に
於
け
る
彼
女
の
存
在
価
値
は
正
し
く
彼
女
が
黒
人
な
る
が
放
で
あ
る
、
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ナ
ス
の
再
現
か
と
恩
は
れ
る
程
の
よ
き
 
 

均
衡
を
保
つ
彼
女
の
肉
体
」
 
（
二
五
頁
）
 
と
、
彼
女
の
踊
り
と
躍
動
す
る
身
体
を
賛
美
し
て
い
る
。
「
ヴ
ィ
ナ
ス
の
再
現
」
 
と
い
う
指
摘
が
実
 
 

際
に
 
「
黒
い
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
 
と
い
う
別
名
を
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
限
り
な
く
 
「
白
人
」
 
の
求
め
る
理
想
に
近
い
 
「
黒
 
 

人
」
 
ダ
ン
サ
ー
を
努
粥
と
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
小
説
の
冒
頭
で
褐
色
の
大
地
を
白
人
女
性
の
肢
体
の
ご
と
く
描
写
し
た
と
し
て
も
不
思
試
 
 

で
は
な
い
。
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こ
こ
で
彼
女
に
 
「
欧
羅
巴
の
血
が
混
っ
て
る
」
 
と
い
う
指
摘
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
具
体
的
に
明
確
で
は
な
い
が
、
当
時
、
ア
メ
リ
カ
出
 
 

身
で
あ
る
こ
と
が
日
本
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
仮
に
そ
う
し
た
事
実
が
流
通
し
て
い
た
と
し
て
も
、
原
 
 

始
的
な
野
蛮
さ
の
な
か
に
、
文
化
を
創
造
す
る
原
初
的
な
力
を
共
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
が
ゆ
え
に
、
彼
女
の
身
体
を
媒
介
と
し
て
ア
 
 

フ
リ
カ
が
夢
想
さ
れ
て
ゆ
く
点
で
あ
る
。
阿
部
金
剛
の
記
事
と
同
じ
特
集
で
、
飯
島
正
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

現
代
の
人
々
は
、
ア
フ
リ
カ
乃
至
は
南
洋
南
海
の
原
始
的
生
活
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
興
味
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
 
 

「
地
上
」
 
「
チ
ャ
ン
グ
」
 
を
始
め
と
し
て
、
「
モ
ア
ナ
」
 
「
ナ
ヌ
ウ
ク
」
 
「
ザ
ン
バ
」
 
「
ザ
・
バ
ン
ナ
」
 
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
…
…
。
現
代
の
行
 
 
 

き
づ
ま
っ
た
文
化
の
局
面
打
開
は
、
或
は
こ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
に
依
っ
て
、
一
つ
の
方
向
を
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
 
 

黒
人
芸
術
が
、
パ
リ
の
超
現
実
主
義
者
た
ち
に
尊
重
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
ん
坊
踊
り
の
通
人
、
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
イ
カ
ア
が
、
セ
 
 
 

ン
ト
ル
イ
ス
に
生
れ
て
、
パ
リ
で
踊
っ
て
ゐ
る
事
実
は
、
極
め
て
暗
示
的
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
三
一
貫
）
 
 

「
ア
フ
リ
カ
」
 
そ
し
て
 
「
南
海
南
洋
」
 
に
対
す
る
 
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
」
 
な
興
味
。
こ
こ
で
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
昔
の
生
活
を
懐
か
し
む
 
 

と
と
ら
え
て
も
腑
に
落
ち
な
い
。
む
し
ろ
 
「
現
代
」
 
的
な
人
間
生
活
が
始
ま
る
ず
っ
と
以
前
の
時
代
を
そ
こ
に
見
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
 
 

う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
一
次
世
界
大
戦
彼
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
に
対
す
る
反
動
と
し
て
次
々
と
起
こ
っ
た
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
 
 

ド
の
運
動
と
接
点
が
見
い
だ
さ
れ
、
非
西
欧
の
原
初
的
な
力
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
姿
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
ブ
ー
ム
と
直
接
 
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
を
結
び
つ
け
る
材
料
は
な
い
。
し
か
し
、
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
の
直
前
に
発
表
し
た
 
「
シ
ネ
 
 

マ
の
黒
人
」
 
（
『
近
代
生
活
』
一
九
三
〇
年
三
月
、
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
』
 
に
収
録
）
 
に
お
い
て
、
「
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
イ
カ
ア
に
酔
ひ
ど
れ
さ
 
 

う
に
な
つ
た
、
パ
リ
の
デ
カ
ダ
ン
た
ち
」
 
（
『
恋
と
ア
フ
リ
カ
』
 
三
三
頁
）
 
と
い
っ
た
言
い
回
し
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
シ
ネ
マ
の
黒
人
」
 
 

の
主
人
公
が
実
在
の
俳
優
ス
テ
ピ
ン
・
フ
ェ
チ
ソ
ト
で
あ
り
、
「
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
成
人
の
黒
人
男
性
に
対
す
る
通
俗
的
な
イ
メ
ー
 
 

ジ
 
一
 
物
を
盗
み
時
間
に
ル
ー
ズ
で
野
蛮
 
－
 
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
ス
タ
ー
で
あ
る
フ
ェ
チ
ッ
ト
に
当
て
放
め
て
い
る
」
 
（
藤
田
前
掲
書
、
 
 

二
六
九
～
二
七
〇
頁
）
 
こ
と
か
ら
し
て
も
、
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
に
お
い
て
も
、
時
代
に
お
け
る
 
「
黒
人
ス
タ
ー
」
 
を
想
定
し
っ
つ
小
説
を
執
 
 

筆
し
た
可
能
性
は
高
い
。
 
 
 

小
説
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
に
お
い
て
、
「
ア
フ
リ
カ
」
 
の
 
「
野
蛮
さ
」
 
と
 
「
美
し
さ
」
 
は
同
居
す
る
。
そ
れ
は
同
時
代
の
狩
猟
・
猛
獣
映
画
 
 

213   



27  

と
黒
人
ダ
ン
サ
ー
に
関
す
る
情
報
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
 
「
野
蛮
美
」
 
に
対
す
る
注
目
は
ダ
ダ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
 
 

ム
な
ど
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
だ
け
に
見
ら
れ
た
現
象
で
は
な
い
。
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
が
流
行
と
な
る
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
全
般
 
 

に
お
い
て
確
認
で
き
る
要
素
で
あ
る
。
阿
部
が
 
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
を
発
表
し
た
時
期
、
欧
米
の
最
新
文
芸
思
潮
は
非
欧
米
世
界
に
対
す
る
 
 

エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
内
包
し
、
そ
の
情
報
が
昭
和
モ
ダ
ン
の
場
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
阿
部
知
二
は
き
わ
め
て
敏
感
に
そ
う
し
た
状
況
 
 

に
対
応
し
て
小
説
を
書
き
上
げ
た
と
い
え
る
。
 
 

三
 
あ
る
 
㌦
p
O
r
t
、
．
の
物
語
 
 

前
節
で
紹
介
し
た
ア
フ
リ
カ
風
味
の
前
置
き
の
後
、
小
説
 
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
は
日
本
の
地
方
都
市
に
赴
い
た
日
本
人
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
 
 

恋
愛
遍
歴
物
語
へ
と
移
行
す
る
。
「
ア
フ
リ
カ
」
 
や
 
「
ニ
グ
ロ
」
 
の
登
場
す
る
前
置
き
と
日
本
の
地
方
都
市
、
し
か
も
実
際
に
は
日
本
人
し
か
 
 

登
場
し
な
い
本
編
と
に
は
、
行
空
き
で
示
し
た
間
隔
以
上
の
明
ら
か
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
．
の
間
隔
を
つ
な
ぐ
も
の
が
何
 
 

も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
寵
児
と
な
っ
た
阿
部
知
二
は
 
「
ス
ポ
ー
ツ
」
 
を
媒
介
と
し
て
、
両
者
の
間
隔
を
埋
 
 

め
て
ゆ
く
。
 
 
 

話
は
決
し
て
勤
勉
と
は
い
え
な
い
テ
ノ
ー
ル
歌
手
を
中
心
に
展
開
す
る
。
彼
が
公
演
旅
行
で
訪
れ
た
会
場
に
い
た
聴
衆
の
女
性
に
一
日
惚
 
 

れ
し
、
そ
の
女
性
が
大
学
時
代
の
旧
友
の
婁
と
知
る
。
と
こ
ろ
が
、
友
人
宅
に
遊
び
に
行
く
こ
と
に
な
る
途
中
で
交
通
事
故
に
遭
い
、
友
人
 
 

宅
で
休
養
す
る
こ
と
に
な
る
。
滞
在
中
、
友
人
は
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
政
治
に
夢
中
で
あ
っ
た
た
め
、
「
女
に
つ
い
て
は
非
常
な
自
信
と
、
い
ろ
 
 

い
ろ
な
理
論
を
も
つ
て
ゐ
る
」
 
と
い
っ
て
慣
ら
な
い
主
人
公
に
対
し
て
文
化
的
生
活
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
妻
が
想
い
を
抱
き
、
二
人
は
結
ば
 
 

れ
る
。
し
か
し
最
初
か
ら
二
人
の
梯
子
に
感
づ
い
て
い
た
友
人
に
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
途
中
で
犬
を
け
し
か
け
ら
れ
、
危
く
命
を
落
と
し
そ
う
 
 

に
な
り
、
束
京
に
逃
げ
帰
る
。
 
 
 

阿
部
知
二
の
小
説
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
遍
歴
渾
は
 
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
以
前
に
登
場
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
小
鋭
集
 
『
恋
と
ア
フ
リ
 
 

カ
』
 
で
冒
頭
を
飾
る
 
「
日
本
の
じ
ぷ
し
い
」
 
は
、
『
文
芸
都
市
』
 
〓
九
二
八
年
八
月
）
 
に
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
「
冒
険
 
－
 
争
闘
、
漂
 
 

白
慾
、
神
秘
感
、
恋
愛
、
性
慾
、
残
忍
性
、
自
然
美
、
 
－
 
こ
ん
な
も
の
を
、
一
夜
の
う
ち
に
、
あ
の
川
沿
の
密
林
の
奥
で
、
ま
だ
青
芽
の
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や
う
な
私
の
感
覚
に
、
な
ま
な
ま
と
印
し
っ
け
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
だ
。
」
（
引
用
は
蒜
心
と
ア
フ
リ
カ
』
三
頁
）
と
い
っ
た
く
だ
り
が
あ
る
。
 
 

こ
の
小
説
も
、
野
蛮
性
の
強
い
少
年
乙
松
た
ち
と
遊
ぶ
う
ち
に
、
「
山
南
族
」
の
集
落
に
入
り
込
み
、
主
人
公
の
少
年
が
そ
こ
で
美
し
い
女
性
 
 

と
出
会
う
と
い
っ
た
諮
で
あ
り
、
西
日
本
の
地
方
都
市
に
舞
台
を
替
え
た
と
し
て
も
さ
し
て
目
新
し
い
設
定
と
は
い
え
な
い
。
 
 
 

む
し
ろ
、
小
説
集
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
、
「
ア
フ
リ
カ
」
と
「
日
本
」
と
の
接
続
が
不
思
議
で
な
く
な
る
よ
う
な
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
 
 

オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
っ
て
ゆ
く
。
冒
頭
に
お
か
れ
た
「
日
本
の
じ
ぷ
し
い
」
で
も
、
す
で
に
「
山
簡
族
」
を
「
ジ
プ
シ
ー
」
と
読
み
替
え
る
 
 

よ
う
な
記
述
が
出
て
く
る
し
、
二
番
目
の
小
説
「
シ
ネ
マ
の
黒
人
」
 
で
は
フ
ェ
チ
ッ
ト
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
番
目
の
 
「
美
し
い
披
 
 

足
の
女
」
（
初
出
『
文
芸
都
市
』
 
山
九
二
九
年
一
月
）
 
で
は
上
海
で
地
下
活
動
を
行
う
青
年
と
そ
の
姉
が
登
場
し
、
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
の
直
 
 

前
に
お
か
れ
た
「
日
独
対
抗
競
技
」
 
（
初
出
『
新
潮
』
一
九
三
〇
年
一
月
）
 
で
も
来
日
し
た
ド
イ
ツ
の
選
手
た
ち
が
措
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
一
九
三
〇
年
に
注
目
を
浴
び
る
阿
部
知
二
の
小
説
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
は
神
秘
的
要
素
が
非
常
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
 
 

い
た
の
に
対
し
て
、
新
興
芸
術
派
と
の
協
調
の
な
か
で
文
体
や
内
容
が
軽
や
か
さ
を
増
し
て
い
る
。
彼
の
小
説
に
軽
や
か
さ
を
も
た
ら
し
た
 
 

の
は
 
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
題
材
で
あ
っ
た
。
陸
上
、
野
球
、
水
泳
、
テ
ニ
ス
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
が
題
材
と
な
っ
て
 
 

い
る
が
、
い
ち
は
や
く
登
場
し
た
の
は
ラ
グ
ビ
ー
で
あ
る
。
『
恋
と
ア
フ
リ
カ
』
 
で
は
「
女
像
」
 
（
『
宋
門
』
一
九
二
六
年
二
月
）
、
「
美
し
い
 
 

披
足
の
女
」
 
の
二
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

中
村
前
掲
書
ほ
そ
の
様
相
を
、
「
ラ
グ
ビ
ー
・
ボ
ー
ル
ほ
ど
形
態
的
に
人
体
特
に
女
体
を
撃
窮
さ
せ
る
ボ
ー
ル
は
な
く
、
し
か
も
機
能
的
に
 
 

も
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
 
の
 
「
普
及
以
前
に
は
、
ボ
ー
ル
を
直
接
抱
擁
し
て
突
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
あ
っ
た
。
 
 

ラ
グ
ビ
ー
の
人
気
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
ル
ー
ル
の
特
色
が
、
ラ
グ
ビ
ー
と
恋
愛
を
結
び
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。
」
（
二
三
四
頁
）
と
指
摘
す
る
。
 
 

し
か
し
、
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
で
は
一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
誌
に
登
場
す
る
よ
う
な
競
技
は
出
て
こ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
と
女
 
 

体
を
並
列
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
そ
の
代
わ
り
に
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
の
狩
猟
が
登
場
し
、
恋
愛
の
成
就
と
重
な
り
合
っ
て
ゆ
く
。
 
 

友
人
M
の
妻
と
の
情
事
を
遂
げ
た
後
、
主
人
公
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
は
そ
れ
ま
で
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
友
人
の
狩
猟
に
興
味
を
覚
え
る
。
 
 

M
の
狩
猟
欲
が
何
時
の
ま
に
か
、
感
染
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
に
彼
女
と
い
ふ
媒
介
物
を
通
じ
て
 
－
、
い
や
、
さ
う
い
ふ
と
 
 
 

ひ
ど
く
神
秘
的
に
な
る
が
、
た
し
か
に
、
僕
は
昨
日
、
最
後
の
ニ
グ
ロ
轢
殺
 
－
 
僕
の
目
的
を
遂
げ
て
か
ら
、
急
に
身
体
中
に
異
様
な
感
 
 
 

覚
が
起
こ
つ
た
の
だ
。
も
は
や
家
の
な
か
に
、
し
づ
か
な
女
と
向
き
合
っ
て
ゐ
る
こ
と
よ
り
、
無
暗
に
山
林
を
か
け
め
ぐ
り
た
い
と
い
ふ
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衝
動
を
か
ん
じ
た
の
だ
。
全
快
し
て
、
欲
望
を
と
げ
た
肉
体
の
中
に
起
っ
た
動
物
的
な
感
情
の
嵐
な
の
だ
。
l
女
も
狩
猟
も
同
じ
衝
動
 
 
 

ぢ
や
な
い
か
。
こ
れ
も
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
イ
ル
ズ
に
き
く
と
い
い
か
も
知
れ
ぬ
。
（
二
三
頁
）
 
 

「
動
物
的
な
感
情
」
が
小
説
の
な
か
で
「
女
」
と
「
狩
猟
」
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
こ
の
論
理
は
比
喩
と
い
う
よ
り
も
字
義
通
り
の
解
釈
 
 

だ
と
い
え
る
。
ニ
s
p
O
r
t
m
a
㌔
 
は
辞
番
で
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
（
狩
猟
、
釣
り
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
な
ど
）
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
 
 

つ
ま
り
、
「
狩
猟
」
も
一
種
の
「
ス
ポ
ー
ツ
」
な
の
で
あ
る
。
中
村
三
春
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
㌦
p
O
r
－
i
く
e
｝
．
と
い
う
語
は
、
「
ひ
ょ
う
き
 
 

ん
な
、
陽
気
な
、
冗
談
の
、
ふ
ま
じ
め
な
、
い
い
か
げ
ん
な
、
ス
ポ
ー
ツ
の
、
ス
マ
ー
ト
な
、
派
手
な
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
」
と
い
う
意
味
 
 

を
も
ち
、
ま
さ
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
に
ふ
さ
わ
し
い
題
材
で
あ
っ
た
（
前
掲
番
、
二
三
七
頁
）
。
さ
ら
に
は
同
じ
語
が
古
語
で
「
好
色
の
、
み
 
 

だ
ら
な
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
㌦
p
O
r
t
一
・
も
同
様
「
派
手
好
き
、
遊
び
人
、
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
 
こ
リ
ー
ダ
ー
ズ
英
 
 

和
辞
典
・
第
二
版
』
）
。
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
イ
ル
ズ
」
が
そ
う
し
た
趣
向
を
も
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
時
代
の
要
 
 

請
に
応
え
る
べ
く
し
て
、
「
ア
フ
リ
カ
」
 
が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
小
鋭
は
軽
や
か
な
ま
ま
で
終
わ
ら
ず
、
冒
険
の
代
償
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
主
人
公
が
今
度
は
友
人
の
獲
物
と
な
り
、
「
ニ
グ
ロ
」
 
 

の
よ
う
に
襲
わ
れ
る
。
友
人
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
狩
り
に
出
か
け
た
主
人
公
は
森
の
中
で
道
に
迷
い
、
か
ね
て
の
計
画
通
り
、
友
人
の
連
れ
て
 
 

き
た
三
匹
の
猟
犬
に
襲
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ゆ
ふ
か
た
、
血
の
滴
る
兎
や
、
萎
え
た
花
の
や
う
に
な
つ
た
小
鳥
な
ど
を
肩
に
ぶ
ら
さ
げ
て
帰
 
 

つ
て
く
る
…
の
扁
平
な
無
表
情
な
顔
の
な
か
の
二
点
、
眼
の
か
が
や
き
。
残
忍
な
歓
喜
の
炎
に
燃
え
た
つ
て
ゐ
た
」
〈
一
二
七
頁
）
。
友
人
M
 
 

の
こ
の
「
残
忍
な
歓
喜
の
炎
」
が
嫉
妬
と
と
も
に
燃
え
上
が
る
。
こ
う
し
て
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
と
な
り
、
命
か
ら
が
ら
東
京
へ
逃
げ
帰
 
 

る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

帰
郷
し
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
に
は
嶋
曝
す
る
猟
犬
が
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
喚
起
さ
れ
る
。
 
 

僕
の
耳
底
に
は
毎
日
大
の
声
が
ひ
び
く
、
見
舞
に
来
る
友
人
F
と
は
、
も
の
に
冷
淡
な
こ
と
を
最
上
の
徳
と
考
へ
て
ゐ
る
小
説
家
だ
が
、
 
 
 

僕
の
恋
愛
ア
フ
リ
カ
説
を
き
い
て
い
つ
た
。
「
ア
フ
リ
カ
の
最
上
の
魅
力
は
猛
獣
に
あ
る
。
猛
獣
に
命
を
落
し
さ
う
に
な
つ
た
者
は
真
に
ア
 
 
 

フ
リ
カ
を
知
っ
た
も
の
、
－
真
に
恋
を
解
し
た
も
の
だ
。
」
と
ふ
ざ
け
た
。
い
づ
れ
僕
も
そ
ん
な
に
暢
気
に
な
る
か
も
知
れ
ん
が
、
今
の
 
 
 

所
恐
怖
症
患
者
だ
。
そ
の
う
ち
舞
台
に
立
っ
て
も
、
突
然
演
奏
中
に
、
「
キ
ヤ
ン
、
キ
ヤ
ン
」
と
吼
え
な
が
ら
舞
台
の
う
へ
を
の
た
う
ち
ま
 
 

210   



30   

は
り
さ
う
だ
。
（
一
三
四
首
〓
 
 

主
人
公
は
、
終
始
、
大
の
吼
え
る
声
を
執
拗
に
気
に
し
て
い
る
。
三
匹
の
猟
犬
は
、
男
の
音
楽
を
か
き
乱
し
、
妻
に
近
づ
く
自
分
に
嫉
妬
 
 

す
る
。
こ
の
伏
線
が
後
々
あ
っ
け
な
い
肉
体
関
係
の
代
償
と
し
て
男
へ
の
襲
撃
を
も
た
ら
し
、
舞
台
上
の
音
楽
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
 
 

れ
に
対
し
て
、
友
人
の
小
説
家
は
主
人
公
の
持
論
で
あ
っ
た
 
「
恋
愛
ア
フ
リ
カ
説
」
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
男
の
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
省
み
 
 

る
こ
と
な
く
「
ア
フ
リ
カ
」
 
と
 
「
恋
」
 
に
 
「
猛
獣
」
を
接
続
す
る
。
こ
う
し
て
モ
ダ
ン
な
恋
の
物
語
に
 
「
猛
獣
」
ま
で
が
動
員
さ
れ
、
「
恋
と
 
 

ア
メ
リ
カ
」
 
で
は
な
く
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
、
新
興
芸
術
派
の
代
表
作
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
行
動
す
る
知
性
 
 

小
説
 
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
は
昭
和
モ
ダ
ン
の
時
流
に
乗
っ
て
書
か
れ
た
産
物
だ
と
ひ
と
ま
ず
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
ま
 
 

と
め
よ
う
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
は
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
が
、
な
つ
か
し
さ
よ
り
も
、
恐
怖
と
と
も
に
、
恋
の
ア
ヴ
ア
ン
チ
エ
ー
ル
を
回
顧
 
 

す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
最
後
に
描
か
れ
る
の
か
。
こ
の
疑
問
は
さ
き
ほ
ど
の
引
用
に
お
い
て
、
唐
 
 

突
に
小
説
家
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
へ
の
疑
問
に
も
つ
な
が
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
小
説
家
を
そ
の
ま
ま
阿
部
知
二
の
反
映
と
し
て
考
え
て
 
 

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
一
九
三
〇
年
当
時
の
阿
部
知
二
の
創
作
方
法
に
関
し
て
同
じ
年
に
刊
行
さ
れ
た
評
論
集
 
「
主
知
文
学
論
』
 
 

を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
小
説
家
と
テ
ノ
ー
ル
歌
手
と
の
や
り
と
り
に
、
「
新
興
芸
術
派
」
と
阿
部
知
二
と
の
す
れ
違
い
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
 
 

考
え
る
。
 
 
 

阿
部
知
二
は
 
『
主
知
文
学
論
』
 
に
お
い
て
、
↑
・
E
・
ヒ
ユ
ー
ム
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
ら
の
思
想
を
基
に
し
て
、
文
学
に
お
け
る
ロ
 
 

マ
ン
主
義
的
、
情
緒
的
傾
向
の
克
服
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
た
ん
に
ロ
マ
ン
主
義
を
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ロ
マ
ン
主
義
 
 

に
対
し
て
は
古
典
主
義
を
対
置
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
対
立
や
相
剋
を
描
き
出
す
こ
と
こ
そ
が
文
学
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
示
す
も
 
 

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
情
緒
的
傾
向
が
強
く
な
る
こ
と
で
批
評
精
神
が
衰
退
す
る
こ
と
を
督
成
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
綿
々
と
続
く
 
 

批
評
の
伝
統
を
古
典
と
し
て
継
承
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
「
人
間
の
感
情
」
を
精
神
的
領
域
と
物
質
的
領
域
と
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に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
世
界
と
と
ら
え
、
そ
の
二
つ
の
領
域
を
探
求
し
、
「
知
性
」
 
に
よ
っ
て
秩
序
を
与
え
る
と
い
う
論
理
を
展
開
す
る
。
阿
 
 

部
の
主
張
は
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
文
章
に
顕
著
に
現
れ
る
。
 
 

こ
こ
に
、
一
つ
の
グ
ラ
フ
を
提
供
す
る
。
そ
れ
は
、
人
間
性
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
両
端
に
ひ
ろ
が
る
二
つ
の
地
域
を
想
像
す
る
こ
と
 
 
 

だ
。
そ
の
一
つ
は
、
精
神
的
な
、
不
可
知
、
神
秘
の
領
域
と
い
つ
て
も
い
い
。
古
来
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
、
形
而
上
学
に
代
表
さ
れ
る
も
の
 
 
 

で
あ
る
。
 
－
 
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
芸
術
 
－
 
文
学
が
も
つ
と
も
格
闘
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
今
、
一
つ
の
深
淵
と
は
、
人
間
性
の
地
 
 
 

帯
の
他
の
一
端
に
つ
づ
く
、
物
質
的
な
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
認
識
論
的
に
考
へ
て
、
「
物
質
」
 
を
示
す
で
あ
ら
う
し
、
あ
る
ひ
は
、
人
 
 
 

間
の
活
動
を
中
心
と
し
て
考
へ
て
、
社
会
生
活
的
な
諸
現
象
の
世
界
を
示
す
も
の
を
、
便
宜
上
、
加
へ
て
考
へ
て
も
い
い
。
（
「
深
淵
の
前
 
 
 

に
」
 
初
出
 
『
詩
と
詩
論
』
 
九
冊
、
一
九
三
〇
年
九
月
、
引
用
は
 
丁
王
知
的
文
学
論
』
 
二
三
頁
）
 
 

こ
の
論
理
は
、
同
時
代
の
文
壇
に
も
適
応
さ
れ
、
前
者
に
は
 
「
超
現
実
主
義
詩
人
や
、
或
は
こ
れ
に
潰
し
た
詩
人
な
ど
の
、
ア
ヴ
ア
ン
ガ
 
 

ル
ド
的
制
作
」
 
が
、
後
者
に
は
 
「
徳
永
直
氏
の
小
説
」
 
が
想
定
さ
れ
た
り
も
す
る
 
（
「
新
文
学
の
精
神
に
つ
い
て
」
 
（
初
出
 
『
近
代
生
活
』
一
 
 

九
三
〇
年
四
月
、
引
用
は
 
ブ
王
知
的
文
学
論
』
 
七
二
～
七
三
頁
）
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
理
論
が
同
時
代
文
学
の
状
況
認
識
に
先
ん
じ
て
い
た
 
 

と
い
う
よ
り
も
、
水
上
前
掲
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
情
況
密
着
的
で
あ
る
た
め
に
、
論
旨
が
不
徹
底
、
曖
昧
な
面
を
持
っ
て
い
る
 
 

の
も
事
実
で
あ
る
が
、
本
来
、
彼
に
と
っ
て
の
主
知
主
義
批
評
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
及
び
新
感
覚
派
に
対
抗
す
る
た
め
の
理
論
的
武
器
 
 

だ
っ
た
」
 
（
二
一
貫
）
 
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

阿
部
は
、
「
新
感
覚
派
」
 
「
超
現
実
主
義
」
 
「
新
興
芸
術
派
」
 
な
ど
の
新
し
い
作
風
が
と
も
す
る
と
流
行
と
な
る
だ
け
で
終
わ
り
、
批
評
意
 
 

識
の
伝
統
を
継
承
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
の
新
た
な
芸
術
を
創
出
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
彼
の
こ
の
よ
う
な
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
た
 
ア
王
 
 

知
的
文
学
論
』
を
参
照
す
る
と
き
、
先
ほ
ど
の
結
末
に
お
け
る
小
説
家
を
 
「
新
興
芸
術
派
」
 
に
対
す
る
発
音
と
想
定
し
て
、
中
村
三
春
が
 
「
日
 
 

独
対
抗
競
技
」
 
に
対
し
て
評
価
し
た
 
「
能
天
気
な
 
『
近
代
的
自
由
』
 
な
る
も
の
の
解
体
を
目
指
し
て
」
 
（
前
掲
書
、
一
九
四
貢
）
 
い
る
姿
を
確
 
 

認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
 
 
 

で
は
、
新
興
芸
術
派
と
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
る
作
家
は
ど
こ
へ
向
か
っ
た
の
か
。
数
年
後
に
は
行
動
主
義
の
作
家
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
 
 

い
る
の
だ
が
、
「
主
知
的
文
学
」
 
あ
る
い
ほ
 
「
主
知
主
義
」
 
と
、
「
行
動
主
義
」
と
は
大
き
な
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
飛
躍
を
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可
能
に
し
た
も
の
は
何
な
の
か
。
一
挙
に
数
年
後
に
向
か
う
前
に
、
阿
部
の
も
う
一
つ
の
 
「
ア
フ
リ
カ
」
 
小
説
を
見
て
み
た
い
。
 
 
 

一
九
三
一
年
三
月
、
阿
部
は
雑
誌
 
『
改
造
』
 
に
 
「
ア
フ
リ
カ
の
ド
イ
ル
」
 
と
い
う
小
説
を
掲
載
す
る
。
こ
こ
で
の
ド
イ
ル
は
も
ち
ろ
ん
コ
 
 

ナ
ン
・
ド
イ
ル
で
あ
り
、
山
九
二
八
年
末
に
妻
、
息
子
二
人
、
娘
と
一
家
で
南
ア
フ
リ
カ
に
講
演
旅
行
に
来
て
い
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
 
 

い
る
。
こ
の
小
説
に
お
い
て
も
 
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
 
同
様
、
男
女
の
恋
は
描
か
れ
る
の
だ
が
、
現
地
の
フ
ラ
ッ
パ
ー
を
め
ぐ
る
話
は
小
説
の
 
 

中
心
で
は
な
い
。
ま
た
、
息
子
の
一
人
が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
競
馬
に
か
か
わ
る
一
箇
所
の
説
明
の
ほ
 
 

か
は
具
体
的
な
記
述
に
発
展
し
な
い
。
 
 
 

そ
も
そ
も
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
じ
た
い
有
名
な
探
偵
小
説
家
と
い
う
側
面
が
希
薄
で
あ
る
。
こ
の
小
説
に
登
場
す
る
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
は
霊
 
 

能
力
者
と
し
て
の
扱
い
が
大
き
く
、
ア
フ
リ
カ
に
も
霊
に
関
す
る
講
演
に
訪
れ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
自
身
は
現
実
逃
避
に
走
っ
て
霊
に
飛
び
 
 

つ
い
た
の
で
は
な
い
。
南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
現
状
に
つ
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
ボ
ー
ア
人
、
イ
ン
ド
人
等
の
入
植
者
と
、
現
地
の
多
様
 
 

な
人
々
の
動
向
を
把
握
し
て
い
る
し
、
ボ
ー
ア
戦
争
に
参
戦
し
た
経
験
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
小
説
家
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
に
関
す
る
両
極
 
 

端
な
性
格
づ
け
は
、
さ
き
ほ
ど
の
 
「
深
淵
の
前
に
」
 
に
お
け
る
、
「
精
神
的
な
、
不
可
知
、
神
秘
の
領
域
」
 
と
、
「
人
間
性
の
地
帯
の
他
の
一
 
 

端
に
つ
づ
く
、
物
質
的
な
地
域
」
 
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
 
 
 

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
小
説
で
大
き
く
扱
わ
れ
る
人
種
を
め
ぐ
る
 
「
退
化
 
（
ル
ビ
は
デ
ジ
エ
ネ
レ
イ
シ
ョ
ン
）
」
 
で
あ
る
。
コ
 
 

ナ
ン
・
ド
イ
ル
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
小
説
に
は
「
僕
た
ち
は
退
化
し
っ
つ
あ
る
」
、
「
白
人
種
は
退
化
し
っ
つ
あ
る
だ
ら
う
か
」
 
と
い
っ
た
 
 

言
葉
が
続
く
。
な
ぜ
南
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
し
て
 
「
退
化
」
 
が
話
題
の
中
心
と
な
る
の
か
。
一
節
で
引
用
し
た
 
「
主
知
的
文
学
論
の
略
図
－
 
 

－
序
に
代
へ
て
」
 
に
お
け
る
、
「
文
学
」
と
は
、
「
感
情
の
前
後
左
右
に
ひ
ろ
が
る
未
知
の
政
界
を
探
求
し
、
こ
れ
に
秩
序
を
あ
た
へ
て
再
現
す
 
 

る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
わ
れ
わ
れ
の
経
験
を
秩
序
あ
る
豊
富
さ
を
持
つ
も
の
と
す
る
こ
と
に
」
 
主
眼
が
あ
る
と
す
る
文
学
観
を
思
い
出
す
な
ら
 
 

ば
、
「
秩
序
」
 
を
失
っ
た
 
「
混
沌
」
 
の
世
界
に
必
要
な
の
が
 
「
知
性
」
 
で
あ
り
、
そ
の
 
「
知
性
」
 
を
宿
し
た
 
「
主
知
主
義
」
 
の
体
現
者
が
、
「
混
 
 

沌
」
 
と
し
て
 
「
退
化
し
っ
つ
あ
る
」
 
南
ア
フ
リ
カ
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
 
 
 

と
は
い
え
、
「
ア
フ
リ
カ
の
ド
イ
ル
」
 
に
お
い
て
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
が
決
定
的
に
南
ア
フ
リ
カ
の
状
況
を
変
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
 
 

娘
、
息
子
た
ち
が
 
「
ア
フ
リ
カ
化
」
 
す
る
の
で
は
と
い
う
不
安
で
終
わ
っ
て
い
る
。
「
未
知
」
 
の
世
界
が
 
「
既
知
」
 
の
世
界
に
混
入
し
、
そ
れ
 
 

ま
で
統
一
さ
れ
安
定
し
て
い
た
世
界
が
流
動
化
し
多
様
化
す
る
さ
ま
を
 
「
混
沌
」
 
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
純
粋
で
 
「
秩
序
」
 
を
保
っ
て
い
た
 
 
 

「
知
性
」
 
は
 
「
混
沌
」
 
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
状
態
を
克
服
し
て
安
定
し
た
 
「
既
知
」
 
の
世
界
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
す
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る
な
ら
ば
、
「
秩
序
あ
る
豊
富
さ
」
を
獲
得
し
「
知
性
」
の
勝
利
が
証
明
さ
れ
る
。
困
雉
を
克
服
し
た
「
知
性
」
は
あ
ら
た
な
挑
戦
・
試
練
の
 
 

場
を
要
請
し
、
ふ
た
た
び
「
未
知
」
 
の
領
域
を
「
探
求
」
「
探
検
」
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
「
未
知
」
へ
の
憧
れ
と
不
 
 

安
が
ま
た
訪
れ
る
。
こ
の
く
り
か
え
し
が
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
「
ア
フ
リ
カ
の
ド
イ
ル
」
を
は
じ
め
と
す
る
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
小
説
の
反
復
 
 

と
な
っ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
阿
部
知
二
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
は
あ
る
種
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
興
味
深
い
の
は
、
『
主
知
 
 

的
文
学
論
』
と
ほ
ぼ
同
じ
一
九
三
一
年
一
月
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
尖
端
短
編
集
』
に
お
い
て
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
「
ウ
ア
イ
オ
ミ
 
 

ン
グ
の
酒
」
（
室
n
e
O
芸
y
O
ヨ
i
n
g
㌧
一
等
誉
q
r
耳
ゝ
厨
已
宣
u
笥
1
…
）
を
い
ち
や
は
く
翻
訳
し
て
い
る
点
で
あ
る
㌢
狩
猟
や
釣
り
が
題
材
と
な
 
 

っ
て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
男
性
主
義
的
、
行
動
的
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
彼
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
ス
ペ
イ
ン
に
赴
い
た
後
、
 
 

山
九
三
三
年
に
ア
フ
リ
カ
を
旅
行
し
、
『
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
雪
』
 
を
執
筆
し
た
よ
う
な
意
味
で
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
が
阿
部
知
二
に
も
あ
っ
た
 
 

の
か
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
そ
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
は
帝
国
主
義
の
問
題
と
無
縁
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
や
、
ハ
ー
バ
ー
ト
 
 

・
リ
ー
ド
に
対
し
て
も
、
前
者
の
一
九
〇
〇
年
に
お
け
る
ボ
ー
ア
戦
争
へ
の
軍
医
と
し
て
の
参
戦
、
後
者
の
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
フ
 
 

ラ
ン
ス
戦
線
へ
の
参
戦
に
強
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
の
か
。
行
動
主
義
の
作
家
は
、
戦
時
下
の
時
代
に
北
京
、
上
海
へ
と
向
か
っ
て
い
る
し
、
 
 

ジ
ャ
ワ
へ
も
徴
用
作
家
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
。
新
興
芸
術
派
と
の
か
か
わ
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
阿
部
知
二
は
、
日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
 
 

ム
と
植
民
地
主
義
、
帝
国
主
義
と
の
連
続
性
を
論
じ
る
重
要
な
辛
が
か
り
と
な
る
作
家
な
の
か
も
知
れ
な
い
り
。
 
 

註
 
 

（
1
）
一
九
三
〇
年
前
後
に
お
け
る
阿
部
知
二
の
創
作
・
批
評
活
動
に
関
し
て
は
、
本
論
で
言
及
し
た
藤
出
み
ど
り
『
ア
フ
リ
カ
「
発
見
」
日
本
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
 
 

像
の
変
遷
』
二
石
披
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
、
水
上
勲
『
阿
部
知
二
研
究
』
（
双
文
社
出
版
、
山
九
九
五
年
）
、
中
村
三
春
『
修
辞
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
 
テ
ク
ス
ト
 
 

様
式
論
の
試
み
』
（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
 
の
ほ
か
に
、
竹
松
良
明
『
阿
部
知
二
論
 
（
‥
王
知
）
の
光
菅
』
（
双
文
社
出
版
、
二
〇
〇
六
年
「
雑
誌
 
 

『
阿
部
知
二
研
究
b
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
基
本
資
料
と
し
て
は
全
集
二
三
巻
へ
河
出
啓
房
新
社
、
血
九
七
四
～
七
五
年
「
『
阿
部
知
二
文
庫
目
録
』
（
姫
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路
文
学
館
、
一
九
九
五
年
）
 
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
使
用
し
た
 
『
恋
と
ア
フ
リ
カ
b
、
ご
土
知
的
文
学
論
】
 
は
と
も
に
、
ゆ
ま
に
善
房
の
復
刻
 
 

版
 
（
二
〇
〇
〇
年
、
一
九
九
五
年
）
 
に
拠
っ
た
。
 
 

（
2
）
 
『
尖
端
短
編
集
』
 
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
通
り
。
「
ウ
ア
イ
オ
ミ
ン
グ
の
洒
」
、
「
暗
殺
者
」
 
（
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
 
〔
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヒ
ー
ミ
ン
ダ
ウ
 
 

エ
ー
〕
、
三
土
漢
訳
）
、
「
遠
来
の
選
手
」
 
（
ベ
ン
人
ク
ト
、
三
土
漢
訳
）
、
「
ア
ン
ダ
ア
ソ
ン
集
」
 
（
ア
ン
ダ
ア
ソ
ン
、
長
野
兼
一
郎
訳
）
、
「
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
 
 

ル
ド
集
」
 
（
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
、
早
坂
二
郎
訳
）
、
「
結
婚
式
」
 
（
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ツ
ゼ
ラ
ル
ド
、
草
加
帯
訳
）
、
「
中
西
部
戦
線
異
常
な
し
」
 
（
ジ
ョ
ン
 
 

・
リ
ッ
デ
ル
、
堀
級
二
訳
）
、
「
ウ
ェ
ル
ズ
訪
問
記
」
 
（
ジ
ム
ク
リ
ー
、
松
本
正
雄
訳
）
、
「
呆
れ
た
愛
蘭
人
」
 
（
ジ
ム
タ
リ
ー
、
松
本
正
雄
訳
）
、
「
村
の
医
者
」
 
 

（
ド
ラ
イ
ザ
ー
、
松
本
正
雄
訳
）
、
「
小
モ
ー
パ
ス
サ
ン
」
 
（
ド
ラ
イ
ザ
ー
、
堀
紡
二
訳
∵
 
「
フ
ァ
ー
ン
」
 
（
ジ
ャ
ン
・
ト
ウ
ー
マ
ー
、
新
居
格
訳
）
、
「
燵
石
 
 

の
中
の
火
」
 
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
、
新
居
櫓
訳
「
 
「
黒
い
王
女
」
 
（
デ
ユ
・
ボ
ア
、
山
室
静
訳
）
。
な
お
、
最
後
の
≡
篇
は
 
「
黒
人
文
学
集
 
（
カ
ル
ヴ
 
 

ァ
】
－
・
t
「
ン
選
）
」
 
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
ア
フ
リ
カ
の
ド
イ
ル
」
 
が
 
『
改
造
b
 
の
 
「
印
度
反
英
運
動
大
画
報
」
特
集
に
お
い
て
唐
突
な
印
象
が
あ
る
の
 
 

と
同
様
、
『
尖
端
短
編
集
』
 
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
し
て
収
録
さ
れ
た
 
「
黒
人
文
学
集
」
 
の
 
「
尖
端
性
」
と
、
発
表
間
も
な
い
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
 
 

イ
の
小
説
を
翻
訳
す
る
阿
部
の
 
「
尖
端
性
」
 
に
は
明
確
な
遠
い
が
あ
る
。
「
恋
と
ア
フ
リ
カ
」
と
 
「
ア
フ
リ
カ
の
ド
イ
ル
」
 
と
の
閥
に
 
「
黒
人
作
家
集
」
を
収
 
 

録
し
た
 
『
尖
端
短
編
集
b
 
が
存
在
す
る
こ
と
は
 
「
黒
人
」
を
め
ぐ
る
表
象
を
考
え
る
う
え
で
は
重
要
と
な
る
が
、
直
接
的
な
影
響
関
係
を
確
認
で
き
ず
考
察
 
 

対
象
か
ら
外
し
た
。
 
 

（
3
）
 
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
 
『
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
雪
こ
 
に
つ
い
て
は
、
官
本
陽
一
郎
『
モ
ダ
ン
の
黄
昏
」
 
（
研
究
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
、
英
国
モ
 
 

ダ
ニ
ズ
ム
と
帝
国
主
義
に
つ
い
て
は
富
山
大
任
夫
『
英
文
学
へ
の
挑
戦
】
 
〓
石
渡
啓
店
、
二
〇
〇
八
年
）
 
や
竹
内
章
雄
『
イ
ギ
リ
ス
人
の
帝
国
b
 
（
ミ
ネ
ル
ヴ
 
 

ァ
曹
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
に
つ
い
て
は
D
・
シ
ス
ル
ウ
ッ
ド
 
『
ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
の
美
学
」
 
（
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
 
 

年
）
 
な
ど
に
大
い
に
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
阿
部
知
二
と
北
京
、
上
海
、
満
洲
、
ジ
ャ
ワ
と
の
関
係
や
、
リ
ヴ
イ
ン
グ
ス
ト
ン
、
ス
タ
ン
レ
ー
と
の
 
 

結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
雑
誌
『
阿
部
知
二
研
究
b
 
で
各
穫
論
考
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
十
分
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
 
 

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
 
 

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
 
（
基
盤
研
究
B
、
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
八
年
度
）
 
「
ア
ジ
ア
（
含
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
に
お
け
る
英
米
文
学
の
受
容
・
変
容
（
一
九
世
 
 

紀
，
ニ
ー
世
紀
）
」
 
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
日
本
比
較
文
学
会
九
州
支
部
春
季
大
会
 
（
二
〇
〇
六
年
七
月
一
日
、
於
九
州
大
学
）
 
で
の
口
頭
発
表
「
ア
フ
 
 

リ
カ
の
誘
惑
 
－
 
 
】
九
三
〇
年
の
阿
部
知
二
 
－
 
」
 
の
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。
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